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IPv4アドレスの枯渇

https://www.nic.ad.jp/ja/topics/2011/20110204-01.html

枯渇してから13年も経ちました。 2011年2月
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移転と売買の整理

移転 売買

•IPアドレスブロックの
利用権を A から B に移
すこと。

•具体的には、IR(*1) の 
WHOIS で管理されてい
る IP ブロックの名義を
書き換えること。

•移転の際に B が A に対価
を支払うこと。

•相対取引のため、
対価(金額等)は表に出ない。
0かもしれない。

•IR(*1)は関与しない。

(*1) IR : Internet Registry (APNIC/JPNIC等)
※ 移転の公式な定義は 

 JPNIC の Web を参照ください。
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移転時の WHOIS、Before/After

Network Information: [ネットワーク情報]
[IPネットワークアドレス] x.x.0.0/16
[ネットワーク名] Network A

[組織名] 組織 A

[Organization] Organization A
[管理者連絡窓口] JPxxxxxxxx

[技術連絡担当者] JPxxxxxxxx
[Abuse] JPxxxxxxxx
[ネームサーバ]
[割振年月日] 2002/08/21
[最終更新] 2002/08/21

<以下省略>

Network Information: [ネットワーク情報]
[IPネットワークアドレス] x.x.0.0/16
[ネットワーク名] Network B

[組織名] 組織 B

[Organization] Organization B
[管理者連絡窓口] JPyyyyyyyy 

[技術連絡担当者] JPyyyyyyyy 
[Abuse] JPyyyyyyyy
[ネームサーバ]
[割振年月日] 2024/01/01
[最終更新] 2024/01/01

<以下省略>

当該 IP の利用者が A から B に変わります。
割振年月日(*1)に移転日が記録されます。

(*1) 移転を受けたアドレスを PIアドレスとして利用する場合は「割当年月日」となります。
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「移転」に関する Tips (1/4)

• 審議(*1)

– 国内移転 (JPNIC内 → JPNIC内)・・・審議は不要

– 国際移転 (JPNIC外 → JPNIC内)・・・審議が必要

– 国内での移転でも、過去に国際移転で JPNIC に入ってきたIPを
移転する場合は審議が必要

※ 売買合意後、JPNIC 申請時に JPNIC から利用用途を聞かれて、
「将来への蓄え」と答えるわけにもいかず、
「痛たっ!!」とならないようにご注意を。

(*1) 移転後にそのIPをポリシーに沿って使うことを 

 JPNIC に説明し、JPNIC の承認を得る手続き
※ JPNICのWebと齟齬がある場合は以下が優先されます。

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html
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「移転」に関する Tips (2/4)

• 最後の /8 の移転

– APNICにおける「最後の/8 (103/8)」から割り振り又は
割り当てを受けた IP は 5年間移転不可。

※ 新事業用システムを当該IPで構築後、
あとは、設立した新会社にシステム一式を移管するだけ !!

↓
うっ、IPを移管できない。
「痛たっ!!」とならないようご注意を。

※ JPNICのWebと齟齬がある場合は以下が優先されます。

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html
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「移転」に関する Tips (3/4)

• JPNIC が逆引きを管理するIP

– JPNIC 以外への移転(海外移転)は不可

– 対象IPは、
「JPNICが逆引きの管理を行っている
IPv4アドレス一覧(*1) 」

※ 海外事業者と売買合意後、

 JPNIC 申請時に

「痛たっ!!」
とならないようにご注意を。

133.0.0.0 ～ 133.255.255.255
192.50.0.0 ～ 192.50.255.255
192.218.0.0 ～ 192.218.255.255
192.244.0.0 ～ 192.244.255.255
202.11.0.0 ～ 202.11.255.255
202.13.0.0 ～ 202.13.255.255
202.15.0.0 ～ 202.19.255.255
202.23.0.0 ～ 202.26.255.255
202.32.0.0 ～ 202.35.255.255
202.48.0.0 ～ 202.48.255.255
202.208.0.0 ～ 202.255.255.255
203.136.0.0 ～ 203.141.255.255
203.178.0.0 ～ 203.183.255.255
210.128.0.0 ～ 210.159.255.255
210.160.0.0 ～ 210.175.255.255
210.188.0.0 ～ 210.191.255.255
210.196.0.0 ～ 210.199.255.255
210.224.0.0 ～ 210.239.255.255
210.248.0.0 ～ 210.255.255.255
211.0.0.0 ～ 211.7.255.255
211.8.0.0 ～ 211.19.255.255
211.120.0.0 ～ 211.135.255.255
218.40.0.0 ～ 218.47.255.255
218.110.0.0 ～ 218.110.255.255
218.216.0.0 ～ 218.231.255.255
219.96.0.0 ～ 219.127.255.255
219.160.0.0 ～ 219.165.255.255
219.166.0.0 ～ 219.167.255.255
220.96.0.0 ～ 220.99.255.255
220.104.0.0 ～ 220.111.255.255
220.144.0.0 ～ 220.145.255.255
220.208.0.0 ～ 220.223.255.255
221.112.0.0 ～ 221.119.255.255
61.112.0.0 ～ 61.127.255.255
61.192.0.0 ～ 61.199.255.255
61.200.0.0 ～ 61.215.255.255

(*1) https://www.nic.ad.jp/ja/dns/jp-addr-block.html

※ JPNICのWebと齟齬がある場合は以下が優先されます。

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html
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「移転」に関する Tips (4/4)

• 国際移転できる相手

– 双方向ともに、移転対象は下記の 5つの IR のみです。

※ 5つの IR 以外の相手と
売買合意後、
JPNIC 申請時に
「痛たっ!!」
とならないようにご注意を。

※ JPNICのWebと齟齬がある場合は以下が優先されます。

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01300.html
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「売買」に関する参考情報

• 原則相対取引であり、
取引実績金額等は表面化されません。

• ブローカー・オークション関連のサイト(抜粋)

– APNIC Registered IPv4 brokers
https://www.apnic.net/manage-ip/manage-resources/transfer-resources/transfer-of-unused-ip-and-as-
numbers/transfer-facilitators/

– IPv4.GLOBAL by Helico社
https://ipv4.global/

取引金額の実績が公開されています。

– IPv4 MARKET GROUP
https://ipv4marketgroup.com/ipv4-pricing/

取引金額実績のサマリーが公開されています。

https://www.apnic.net/manage-ip/manage-resources/transfer-resources/transfer-of-unused-ip-and-as-numbers/transfer-facilitators/
https://www.apnic.net/manage-ip/manage-resources/transfer-resources/transfer-of-unused-ip-and-as-numbers/transfer-facilitators/
https://ipv4.global/
https://ipv4marketgroup.com/ipv4-pricing/
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2023CY 各RIRの移転実績

Prefix数 IPアドレス数

※ M&A によるものを除外
※ 移転を受けた数のみをカウント

(RIR間移転でダブルカウント
防止のため)

Prefix数 ARIN < RIPE-NCC
IP 数 ARIN > RIPE-NCC なぜ逆転 ?
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2023CY 各RIR における IPv4移転数 (/16✕10以上のみ)

地域 組織 移転を受けたIP数(*1) IP数 /16換算(*2)

ARIN

Amazon 18,962,176 289

DXC US Latin 
America 

Corporation
786,432 12

Microsoft 655,360 10

Oracle 753,664 11

RIPE-NCC Microsoft 8,699,904 133

APNIC 該当なし ー ー

(*1) 各RIRの移転実績リストより大きなサイズの移転を抽出した。
 移転を「受けた」IP の数を合計した。
 M&Aによるものを除外した。

(*2) IP数を 65,636 で除した。

出典
・ARIN ・ RIPE-NCC ・APNIC

大きなサイズのIPが大量に移転されています。
これ以外にも、/16✕10 に満たないIPが無数に移転されています。

https://www.arin.net/resources/registry/transfers/
https://www.ripe.net/manage-ips-and-asns/resource-transfers-and-mergers/transfer-statistics/within-ripe-ncc-service-region/ipv4-transfer-statistics/
https://www.apnic.net/manage-ip/manage-resources/transfer-resources/transfer-logs/
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(再掲) 2023CY 移転実績 (Prefix数ベース)

•全世界
✓ 大多数の移転が同一RIR内に

閉じている。
•ARIN

✓ 控え目
•RIPE-NCC

✓ 移転が極めて盛ん
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(再掲) 2023CY 移転実績 (IPアドレス数ベース)

•ARIN
✓Amazon社が 

‐ ARIN 内で 
- /16等の極めて大きな IP を
- (超)極めて多く
獲得している。
(/16換算289個、内263個が/16)

•RIPE-NCC
✓Microsoft社が

‐ RIR外 (ARIN) から
- /16等の大きな IP を
- 極めて多く
獲得している。
(/16換算133個、内129個が/16)
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どんな事業者が移転してるの ?

まだ出てくる ?
もう使い尽くした ?

わたしは前者の勢いを感じています。

みなさまの読みは ?

2023年の
ARIN/RIPE-NCC/APNIC 
の実績:
/16換算 671
/8  換算 2.6
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IPv4アドレス価格の推移 (大手オークションサイトの取引実績)

出典 : IPv4.GLOBAL      https://auctions.ipv4.global/prior-sales

グラフは $

コロナ
需要か

①
②

中央値の価格 (目測)
① 高額だった頃   : $50×\/$113=\5,650
② 現在   : $35×\/$158=\5,530

※ 円ベースでは高止まり。

値幅が上下に
広がり
2つに割れた。

2024年6月20日

調達
一巡か
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直近1年(2023.7.1～2024.6.20) を抜粋

$40 (\6,300)
(目測)

$28 (\4,400)

出典 : IPv4.GLOBAL      https://auctions.ipv4.global/prior-sales

グラフのプロット $

現在の単価 (目測)

IPアドレス本体 $28 ～ $40 ( ¥4,400 ～ ¥6,300 )

※ 為替レート : 円/ドル158
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直近1年間のサイズ毎の単価

大きなサイズ : 価格帯は中央値よりも上の傾向
小さなサイズ : 幅広い価格帯
→ 総じてサイズによる明確な傾向は見られない。

出典 : IPv4.GLOBAL      https://auctions.ipv4.global/prior-sales
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出典 : IPv4.GLOBAL      https://auctions.ipv4.global/prior-sales

2024年6月20日
Quarter : CY※ JPOPM 開催日の都合上、四半期末を待たずに集計。

四半期末の数字は黒い線を10%程度上回ると想定。
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移転件数と価格の関係 

Quarter : CY
2024年6月20日
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移転件数

価格
?

移転件数が増加 → 価格は後追いで上がる
     〃 停滞 →        〃 停滞
     〃 減少 →        〃 下がる

?
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リースの現状

売買される IPv4 アドレスが高価なものへ

海外で「リース」という概念(ビジネス?)が出てきた。

他の RIR では
なし崩し的に ?
行われている。

JPNIC では
確認されていない。

ところで、「リース」って ?
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定義が揺れている「リース」とは ?

NW
(ISP等)

NW1 NW2 NW3

IP指定事業者が
NW を持ち、
IP1、IP2、IP3
を含む Prefix
を運用

IP1 IP2 IP3

割り当て

NW1 NW2 NW3

非接続

IP1 IP2 IP3

リース 

接続

NW ?

接続 接続

リースとは「接続性を持たない第三者への割り当て」です。
(リース会社等が行なうサイズの上限が無いPI割り当てにも見えます)

IP指定事業者は
IP1、IP2、IP3 を
運用していない
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JPNIC における「リース」

https://www.nic.ad.jp/doc/jpnic-01283.html

分配先のNW ～ IP指定事業者のNW
間の「接続性」が必要

・IP指定事業者からの唯一の分配方法は「割り当て」
・割り当てのためには「接続性」が必要

→ JP においては、「リース」ができません。
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あらためて「リース」

「リース」は①です。
リースの議論に②と③を混ぜると、話が発散します。
混ぜるな危険で、ひとつよろしくお願いします。

① リースとは接続性を持たない第三者への割り当て

② リースは月額

③ 借りたら返す
 (時には期限付き)

「リース」の仕組みが無くても
昔から「割り当て」で
実現できています。
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JPNICの現在のポリシーでの「リース」の実現方法

目的 相手
JPNICの現在のポリシーでの実現方法

接続性有り 接続性無し (「リース」)

基
本

相手にIPを使わせたい
(/23未満)

指定事業者 PA割り当て(*1) 割り振りの状態への移転(*2)

非指定事業者 PA割り当て PI割り当ての状態への移転(*3)

相手にIPを使わせたい
(/23以上)

指定事業者 PA割り当て(*1) 割り振りの状態への移転(*2)

非指定事業者 PA割り当て
相手が指定事業者になり(必須)、
割り振り状態への移転

応
用

相手にIPを使わせたい
+月額を徴収

指定事業者 PA割り当て(*1)
上述の移転 
+ 契約で月額を規定非指定事業者 PA割り当て

相手にIPを使わせたい
+返却を前提

指定事業者 PA割り当て(*1)
上述の移転を2回 (往復) 
+ 契約で返却時の条件を規定非指定事業者 PA割り当て

(*1) 相手の指定事業者は顧客等への割り当て(再割り当て)ができない。(枯渇によって出てきた話ではなく昔からあった話)
(*2) PIアドレス割り当て状態への移転も可能  (*3) 相手に指定事業者になってもらい割り振りの状態への移転も可能
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「リース」関連で改善案をお持ちの方は、

是非、ポリシー提案を !!

ご相談はJPOPF運営チームまで

連絡先は最終スライド参照
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ところで IPv6 の「リース」は ?

• 現時点では「リース」の事例は無い、
又は表面化していない。

• IPv6でも、別目的で「リース」のビジネスが
出現するかもしれない。

IPv6 では、今のうちにポリシーで「リース」を
明示的に禁止しておくべきではないでしょうか。ご意見を。
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「リース」に近い話題の動向

• prop-156
• IPv6・IPv4・ASの一時的割り当てに関する提案

• prop-157
• IPv4の一時的な移転に関する提案

APNIC 57 (2024年2月) で、
prop‐156 がコンセンサスを得ています。

「APNICアップデート」をご参照ください。
https://jpopf.net/JPOPM46Program

APNIC で実装されたら
JPNIC でも

実装されます。

APNICからの

コンセンサスに至らず

https://jpopf.net/JPOPM46Program
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本日のまとめ

• 移転

– IPv4 がクラウド上に集められているように見えます。
(移転リストでは SASE・SSE等を扱う会社名も目立っていた)

• 価格

– 短期的には下がっているが、長期的にはコロナ前の延長上の価格
で上がっていくのではないでしょうか。

• リース

– JP では、割り当てと移転を組み合わせると「リース」相当のこ
とができますが、ポリシーの改善が必要ならばご提案ください。

– IPv6 の「リース」禁止? について、
今のうちに考えておくべきかもしれません。
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リースの詳細

JPOPM 43 谷崎さんの資料
「インターネット番号資源ホットトピックス」
をご参照ください !! 

資料
https://jpopf.net/JPOPM43Program

YouTube
https://youtu.be/BpPXRJlicQs

https://jpopf.net/JPOPM43Program
https://youtu.be/BpPXRJlicQs
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ポリシープロセスに関する情報

• 番号資源ポリシーに関する議論のメーリングリスト

– メーリングリストへの参加方法
https://www.nic.ad.jp/ja/profile/ml.html#ipusers

–   

• オープンポリシーフォーラム ホームページ

– https://www.jpopf.net/

• ご質問・ご要望等 (JPOPF運営チーム宛)

–   
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